
Web日報を活用して職場の対話を活性化させる 

メンタル・ケア・マネジメントシステム 

活用セミナー in 福島 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 

平成 30年４月から義務化された精神障害者（含・発達障害者）の雇用では、就労継続への課題が指摘されており、
雇用企業も支援機関もその支援に大きなエネルギーを注いでいます。vfosterが普及を進める就労支援システム「SPIS」
が提供する支援アプローチには 2つの大きな特徴があります。1つ目は、本人の困りごとや課題に着目したチェック
項目を本人主体で設定し、その自己評価の記録を蓄積する事。2つ目は、評価記録と併せてオンラインや直接の対面
を通じて、本人と関係者間で対話を深めることです。この 2 つのプロセスが効果を発揮したとき、SPIS は本人の就
労安定はもちろん、職場の雇用マネジメントスキルの向上にも大きく寄与します。本研修会ではこのアプローチに対
する理解を深め、皆様の支援活動への一助となることを目指します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プログラム （プログラムの内容は変更される場合があります） 

時間 プログラム 
受付開始（10：00 ～ ） 

10:30-10:35 開会あいさつ NPO法人 全国精神保健職親会 事務局長  保坂 幸司 

10:35-12:15 
（100分） 

システム解説 
操作体験 

SPISとは どんなシステムか 
就労支援ツール「SPIS」の解説と操作体験（ノート PC、タブレット等の持込歓迎） 
一般社団法人 SPIS研究所 所長 橋倉 正 

昼食（12：15-13：10） 

13:10-14:00 
（50分） 

事例報告1 
SPIS を導入して見えてきた就労支援の可能性（仮題） 
社会福祉法人福音会 ワークセンター麦 副園長 橋本 芳武 
一般社団法人 SPIS研究所 所長 橋倉 正 

小休憩 

14:10-14:50 
（40分） 

事例報告２ 
わが社と私の SPIS の取り組み 
株式会社島津製作所 人事部 シニアエキスパート／SPIS相談員  横山 泰久 

小休憩 

15:00-15:50 
（50分） 

グループワーク 
SPISを どう使う？ それぞれの現場での活用法を共有しよう その 1 
ご参加者様による グループワーク 
グループ・ファシリテーター：SPIS導入済み事業者職員、SPIS相談員など 

15:50-16:25 
（30分） 

まとめ 
SPISを どう使う？ それぞれの現場での活用法を共有しよう その 2 
グループ発表 と 総合討論 ／ 事務局より情報提供、質疑応答など 
進行：NPO法人 全国精神保健職親会 主任コンサルタント 三原 卓司 

16:25-16:30 閉会あいさつ 福島就業支援ネットワーク 代表理事  本田 隆光 

競輪の補助事業 

令和 元年 1０月２6日(土) 10：30～16：30（10時 受付開始） 
会場：ミューカルがくと館 ２F 中ホール 
定員：３０名 講師：一般社団法人 SPIS研究所 ほか 
参加費：2,000円（実習費 含む） 
対象：精神障害者（発達障害者含む）を雇用 または 雇用を検討する企業、 

就労支援機関、医療機関、行政機関 など 



会場案内 
ミューカルがくと館 ２F 中ホール 

住所：福島県郡山市開成一丁目 1番 1号 
・郡山駅前から麓山経由大槻行きまたは、休石行き
「開成山プール」下車。 

・さくら循環虎丸回り「総合体育館前」下車。 

※お車でお越しの方は、「総合体育館西側駐車場」
をご利用ください。 

 

 
 

精神障害者の就労継続支援雇用管理サポートシステム  

「不調の兆候のキャッチ」「タイミングを捉えた適切な配慮」「支援機間との情報共有・連携」 
 

SPIS は、精神障害・発達障害に特化した就労移行支援事業を展開する
JSNが訓練記録用に平成 21年から使用していたシステムを基に、有限
会社奥進システムの協力の下で企業の方にも使いやすいよう改良を加
え、平成 23年に開発された就労定着支援システムです。 

（ ※ こ の 面 を そ の ま ま ご 送 信 く だ さ い 。 ）  
必要事項をご記入の上、下記まで FAXでお申し込みください。 
※メールでのお申し込みの際は、下記へ内容を記載の上、ご送信ください。 

申 込 先 : v f o s t e r  宛   Fa x :  03-5778-4138   Ma i l  :  event@vfoster.org  

 問合せ Te l :  03-5778-4134 （ JSN 全（じょん）・山崎）  

 

 

 

申込締切日：

  

令和  元年 10 月 15 日（火）  
申込日: 令和 元 年    月    日 

ご所属: 

フリガナ   

参加者:   

ご住所:〒 

Tel: Fax: 

E-mail:                領収書宛名（必要な方）： 

当日持参予定のモバイルに○つけてください：ノートパソコン（    ）、タブレット（    ）、携帯（スマホ）（    ）  

・お預かりした個人情報は本セミナー管理のみに使用し、その他の目的では一切使用いたしません。 
 

共催： NPO法人 全国精神保健職親会 
福島就業支援ネットワーク 

 

参 加 申 込 書 

本事業業は公益財団法人 JKAか
ら競競輪公益資金の提供を受け
て実施されます 
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